
 

     

<1> 思い出した!?「三枝さん」 2025.7.17.  

 

オォ!!  文珍さんも関西人 やっぱりうわさ話の SNSには「知らんけど!!」が出た。 

また、知人の名前が思い出せないのは しょっちゅうです。  

「ええ・・・・・・と」と考え込むと 「 ****やがな 」と。 「そやった そやった」と 

「今此処へ 何を取りに来たたのかなぁ・・・」と思うことも 

また、後日談になるが、この参議院選 SNS登場の異常な選挙戦の中でのSNS世代の若者たちの選択  

誰がこんな結果になると予想しただろうか…   

でも とにもかくにも時代が変わる よう 知らんけどな・・・と。   Mutsu Nakanishi 

最近、丹波篠山の実家の固定電話の調子が悪く、      

プーと鳴っているだけで通話ができない。 

これはいかんと、電話機を買った電器屋さんに参上、  

事情を話すと 

「今スタッフがいないので、帰りましたらすぐ参ります」  

「で、何時ご ろに来てくださいますか」と問えば、 

「わかりましたら電話します」 

「…？？ いやその電話機が調子悪いんです」 

「いや携帯の方に」「あのー私、携帯使わないんです」  

「エー！」。 

まるで旧石器時代の人間を見るようなまなざし。 少々あまのじゃくな私はスマホを持たない。  

情報過多の時代、いらぬ情報に振り回されたくない、ＳＮＳなんぞに時間を取られたくない等々の思いで、 

今日まで使わずに来た。 

「じゃあ この時間なら家におりますのでよろしく」と伝え、家で待っていると、親切な電器屋さん、こちらに合わせ

て来てくださり、調べた結果、電話機は大丈夫、どうやら電話線の回路の問題だろうとわかり、後日、ＮＴＴの方に

来てもらえることとなった。 

当日、待っていると高所作業車を運転して専門の工事の方が来られ、いきなり「あっ、エー！わあ…落語の…」 と 

私の名前が出てこない。スマホで調べたかったのだろうが、仕事優先。 ２時間かけて電話が通じるようになった。 

作業車が道路に止まっているので赤い旗を持った誘導員さんがいたが、２時間の間１台も車が通らなかった。 

何というのどかさ。そして工事をしていただいたオジサンに帰り際「お世話になりました」と言うと車のウインドー 

を下げて満面の笑みで「ありがとう三枝さん」とおっしゃった。 

これホントの話。静かなのどかな実家の庭で私、コケタ！  

オジサンはあの時スマホで調べたかったんだろうけど仕事優先で作業している間に思い出されたんだろう、 

たまたま答えが違っただけだ。  

 

落語「物忘れ」では、今日は会社から早く帰って何かをしようと思っていたが思い出せない。 

食事しながら…うーん、思い出せない。よし、風呂に入って思い出そう…うーん思い出せない。 

まあいいか、今日はもう寝よう！ 

アッ！そうだ、今日は早く帰って寝ようと思っていた！と、のどかなもの。 

 

次の日曜は参院選。忘れず行くぞ！   

私はＳＮＳは「知らんけどニュースらしいで  知らんけど」ぐらいに思っている。 

桂文珍さん （かつら・ぶんちん＝落語家） 

＜桂文珍 落語的見聞録＞ 8月・9月 
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今回は今はやりの「AI」  スマホやPCにもインストールされていて 

 言葉は知っているが、中身はよく知らない。 

それでも パソコンの google検索に問いかける調子でPCにあるAIに問いかけてみる。 

「ふむふむふむ」という答えが返ってくることもあれば、笑うこともある。 

最近は就職の面接の書面づくりに使う学生根多いと聞く。おいおいと。 

とにかくまだ、AIは魔物。 中身は不明。だから文珍さん 真意はわからねど まだ信用するのは禁物か… 

しっかり、使うのは自分やとまだまだ意識しておかねば…・ 

そういえば、TVの画面で、故人のメタバースとのAI会話の記録映像が映し出されていた。 

是非はともかく、「もう、時代はここまで来たのか…」と。 文珍さんの話に爆笑するもよし。 

また、深刻に考えるのもよし。そんな時代になったのですね。  From Kobe Mutsu Nakanishi 


